
 
入場 期 間 令和７年 9 月 30 日(火) 

～令和 8 年 3 月 22 日(日) 

時 間 午前 9 時 30 分～午後 5 時 

休館日 月曜日(祝日と重なる場合は開館) 

会 場 富士正晴記念館（茨木市立中央図書館併設） 

大阪府茨木市畑田町 1-51 TEL.072-627-7937 

無料 

富士正晴（1913～1987）の 再生 
中国大陸から２年振りに帰還、両親の高槻阿武野日赤公舎に帰着(1946.5.22)。 
復員後、戦争体験による虚無感や喪失感から富士はものを書くという意欲がな

かなか沸いてこず、体を使って打ち込むことの出来る木版画制作に傾注します。 
戦前にやり残した師･竹内勝太郎の遺稿集や『三人』の同人メンバーによる詩集『山
繭』を刊行し、やがて清水静榮との結婚(1949)が転機となって小説に取り組むよ
うになります。 

富士正晴作版画 「豕」 

（版木に「二十一年九月十四日」） 
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 展 示：日記・書簡・作品等で見る 

富士正晴の再生 

・従軍体験を基にした詩 

・木版画作品（版木を含む） 

・戦争小説（原稿を含む）・エッセイ 

・富士正晴「わたしの戦後」 

・同人雑誌「VIKING」の創刊 等 


